






1980 年度の報告で乳幼児ケア事業についてそのあらましをのべた。要約すると定期健診そ

の他で問題ありとされた児を一ケ月に一度来所させ,センターの医師と保健婦が現地に赴

き,いわば二次健診の形で指導,ふり分けを行うものである。79 年 10 月より県内では比較

的過疎地帯である津久井保健所でスタートし、80 年は 5保健所にふくらみ,81 年はそのま

ま継続した。56 年 4月～12 月まで,このプログラムで対象となった初診児は 405名で,それ

らの各保健所別把握動機は表 1の通りである。 

次に81年におけるこの事業の進展の1つは,地域乳幼児ケアカード(表2)を作成し,その統

一化を計ったことである。このカードのコピーは一部は担当課(神奈川県衛生部健康普及課

母子保健班)へ,また一部はこども医療センター研究普及室へ各保健所から送られ,全体把

握の資料となる。この他従来より引続いて,来所予定者数,来所者所遇,未来所者数等を記入

した「月報」(表 3)も,毎月送付される。 


